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（４）ＥＳＤを学校全体で体系的に推進するために，各教科等の連携により，持続可能

な社会づくりに関わる課題を見いだし，それらを解決するために必要な能力や態度
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研究のキーワード ＥＳＤの推進及び授業改善 ＥＳＤの思考力・コミュニケーション能力・態度 

ルーブリック ＥＳＤカレンダー 農援隊 世界のトピックス  ホタル復活プロジェクト    

研究結果のポイント 

○ 全教員が教科を横断して３つの分科会「思考力」，「コミュニケーション」，「ＥＳＤの態度」に所
属した研究による授業改善。体験活動中心型から授業中心型への研究の転換  

○ ＥＳＤで身に付けさせたい力や態度についての生徒意識調査（平成 27年 5月及び平成 28年 5月）
では，全 20項目中，他者，集団，社会とのつながりを問うた 4項目で特徴的な変化が見られた。  

○ ＥＳＤで身につけさせたい力や態度を、全教科に組み込んだＥＳＤカレンダーの作成・修正 
○ アクティブ・ラーニングを取り入れた授業改善による生徒や教師の意識の変容 
○ ＥＳＤの成果を評価する方法として、ポートフォリオ及び「六中ルーブリック」の開発、活用 
○ 生徒の活動，教師の活動，地域の活動がいずれも活性化 

１ 研究主題等 

（１）研究主題 

ＥＳＤの推進及び授業改善  ～思考力・コミュニケーション・ESDの態度からのアプローチ～ 

（２）研究主題設定の理由 

本校のＥＳＤは，平成 22 年度のユネスコスクールへの加盟前後に始まった。洗足池等が隣接する恵ま

れた条件を生かした環境教育を端緒として，ＥＳＤは地域連携を基盤に少しずつ広がる。こうした中，

東北に発生した大震災により，国全体が危機状況の中で，持続可能な社会を構築することの重要性が改

めて深く認識される。研究は，防災教育，国際理解教育，生命教育へとつながり，この頃からＥＳＤで

付けたい力（国立教育政策研究所が 7 点例示）の育成を意識する。平成 24・25 年度は自主研究を継続

し，平成 26・27年度に区の研究指定を受けるにあたり，また平成 27・28年度に国立教育政策研究所の

研究指定を受けるにあたり，これまでの「総合的な学習の時間」や「特別活動」での実践に加え，授業

を中心とした全教科での横断型の取り組みによるＥＳＤを一層推進する方向に転換した。   

すなわちＥＳＤで身に付けさせたい能

力・態度の確実な育成を図り，次世代を

担う人材育成につなげることを意図して

本主題を設定した。 

（３）研究体制 

① 校内研究組織は右図のとおり。 

② 本校の研究は，多くの関係者の協力

をいただいている。ＰＴＡ，学校支援地

域本部，地域，各企業，大学，ＮＰＯ，

区，都，文部科学省，国立教育政策研究



 
所，国内外ユネスコスクール，海外関連機関等から専門的な指導から事務手続きや，様々な作業に至る

まで全面的なご協力をいただいている。こうした連携も本校における研究組織である。  

（４）２年間の主な取組 

平

成

27

年

度 

◆27.4 新体制組織づくり，研修会① 

 研究推進委員会，各分科会を構成，各教職員の役割分担と，意識の確認 

◆27.5 生徒意識調査実施 

 ＥＳＤで身に付けさせたい力や態度について生活における意識，学習に臨む意識を調査 

◆27.5 研究授業・研修会②，27.6 研究授業・研修会③，27.7 研究授業・研修会④，27.9 研

究授業・研修会⑤，27.9 研究協議・研修会⑥  

 講師 田村 学氏（視学官）④⑤ ／ 成田喜一郎氏（東京学芸大学）②③⑥ 

◆27.10.16 研究発表会（大田区教育研究推進校最終，国研教育課程研究指定中間） 

 「ＥＳＤの推進及び授業改善」を主題とした研究発表会を実施，成果と今後の課題を確認     

◆27.11 研究発表の反省及び今後の方針 

◆27. 1  研修会⑦ 新体制への教員意識調査，次年度のＥＳＤ構想図について 

◆28. 2 研修会⑧ 次年度の計画，全国学力・学習状況調査の結果を検証 

◆28. 3  研修会⑨ 次年度の計画，次年度の組織計画 

※ 研究授業は分科会ごとの観点から展開し，全員で課題を確認（各教員各年 1回） 

※ 特別活動，ボランティア活動，部活動等における活動は常時実施 
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◆28.4 新体制組織づくり，研修会① 

 研究推進委員会，各分科会を構成，各教職員の役割分担と，意識の確認 

◆28.5 生徒意識調査実施 

 ＥＳＤで身に付けさせたい力や態度について生活における意識，学習に臨む意識を調査 

◆28.5 研究授業・研修会②，28.6 研究授業・研修会③，28.7 研究授業・研修会④，28.9 研

究授業・研修会⑤，28.9 研究協議・研修会⑥，28.10 研究協議・研修会⑦ 

 講師 田村 学氏（視学官）⑤ ／ 成田喜一郎氏（東京学芸大学）②③④⑥⑦ 

◆28.11.18 研究発表会（国研教育課程研究指定最終） 

 「ＥＳＤの推進及び授業改善」を主題とした研究発表会を実施，成果と今後の課題を確認     

◆28.11 研究発表の反省及び今後の方針 

◆28.12 ユネスコスクール全国大会「ＥＳＤの目標」分科会発表 

◆29.1 最終発表会の準備 

◆29.2 国立教育政策研究所 ＥＳＤ教育課程 最終発表会，まとめ 

※ 研究授業は分科会ごとの観点から展開し，全員で課題を確認（各教員各年 1回） 

※ 特別活動，ボランティア活動，部活動等における活動は常時実施 

２ 研究内容及び具体的な研究活動 
（１）研究内容 

ア 授業改善への取り組み／評価方法の整備／ＥＳＤと教科とのつながり 
 今回の研究では授業改善を最重要課題とした。ＥＳＤで身に付けさせたい力や態度について，
27 年度の研究開始時に教員アンケートをとり，協議を行い，ＥＳＤで身に付けさせたい力（国
立教育政策研究所が 7 点例示）を集約して 3 つに分類し，3 つの分科会が分類された課題を担当
した。分科会は「思考力分科会」，「コミュニケーション分科会」，「ＥＳＤの態度」の 3 つ。各教
員が各年度に各 1 回の提案・実験授業を行い，分科会単位または全体会で分析や，改善のための
提案等を行うとともに講師等による指導を受け授業改善を行った。 
28年度は、ＥＳＤで伸ばしたい 7つの力と態度をさらに細分化し、9つの能力と態度をルーブリッ

ク化（図 1-13）して教室掲示するとともに，単元終了時等に生徒が自己評価を行い，教員はそれを集
約して授業改善のための資料として活用した。また授業改善にはポートフォリオも活用した。 
イ 授業以外の取り組み／ＥＳＤとさまざまなつながり 
 研究以前の取り組みに加え，新たな実践を始めた。「人とのつながり」，「命とのつながり」，「環
境とのつながり」，「地域とのつながり」，「世界とのつながり」，「国内とのつながり」等，「つな
がり」をキーワードに進めた。 

（２）具体的な研究活動 
ア 授業改善への取り組み／評価方法の整備／ＥＳＤと教科とのつながり  
▽ 「思考力分科会」では，「批判的に考える力」を「解決方法が一つではないことを意識し，
協働してよりより解決策を見出していく力」，「未来像を予想して計画を立てる力」を「より良い



 
未来像を共有し，その実現のために必要なスキルやステップを考え実行していく力」，「多面的，
総合的に考える力」を「情報共有をしながら，互いの考えの共通点や，相違点を理解し，共感・
統合により課題を解決する力」と規定した。授業では，伸ばす力を明確にし，アクティブ・ラー
ニングを積極的に取り入れ，最適の授業形態を研究し，常時ＥＳＤで重視する態度（他者との協
働，つながりの尊重，主体的な参加）を意識し，生徒が主体的に学ぶ授業づくりを行った。 
 例えば「わかりやすく伝えるための工夫を考える」（国語）で，観点を立ててマッピングを行
い，構成表や構成メモを作成し，グループ協議を通して，互いの意見を参考に構成メモを修正す
ることで，わかりやすく伝えるための工夫が考案され実践される過程を体験させるなどした。 
▽ 「コミュニケーション分科会」では，自分の考え等を持つ「発想力」，根拠をふまえ適切に
伝える「論理力」，相手の主張を聞き取る「聞く力」，相手の意見から自分の意見を構築する「批
判的思考力」，前述４つの力を効果的に発揮できる「コミュニケーションを行う力」を研究した。 
 例えば「大田区活性化プロジェクト」（社会）では，班毎にまとめた根拠をもとに寸劇による
プレゼンテーションを行った。自らの立場では想定しなかった意見や考え方に接することで視野
が広がるとともに，効果的なコミュニケーションから解決の糸口を模索する授業等を行った。 
▽ 「態度分科会」では，ＥＳＤにおいては「他者と協力する態度」，「つながりを尊重する態度」，
「進んで参加する態度」を重視し，そのような資質を育成することが問題解決能力につながると
考えた。また求める生徒像を，異文化を拒まない，命を大切にする，積極的に関わるとした。「主
体的・対話的で深い学び」を進めるために，認知的に不均衡な状態を引き起こす問を，特に各単
元や各授業の「導入」において与えることが重要と考え実践した。 
 例えば「無性生殖と有性生殖，どちらが生き残る」（理科）では，ディベート方式で根拠を示
しながら討論を行い，多面的な考え方や批判的な考え方を養う授業等を行った。 
▽ 今回の研究では，授業改善や効果検証を進めるため「ポートフォリオ」を活用し，また「六
中ルーブリック」（評価指標）を作成した。ESD の評価にあたり，「学力の氷山モデル」（梶田 1994）
で指摘された「見えにくい学力」（思考力・判断力・表現力，関心・意欲・態度）を可視化するため
の対応である。これらのＥＳＤの評価の実施は、生徒及び教師の変容を促し、教師は生徒の自発的な
学習を引き出す「ファシリテーター」になるべく意識を変えた。六中ＥＳＤルーブリックは、全教科
の教員が研修で何度も検討を重ねて作成した。各教科で単元ごと，または学期ごとに使用し、チャー
ト化した結果を蓄積し，生徒が自らの学習を振り返り，教師が指導改善を行うための資料とした。 
イ 授業以外の取り組み／ＥＳＤとさまざまなつながり 
▽ 「人とのつながり」では，ボランティア活動として，まず本校のボランティア団体「農援隊」
による，平成 24 年から継続中（毎月 1 回実施）の「大岡山駅前花壇メンテナンス」がある。大
岡山北口商店街振興組合，ＮＰＯ法人，東工大ボランティア，区のまちなみ維持課，地域住民等
と協働している。「エコキャップ運動」では，地域小学校・商店街・住民の協力を得て，活動 9
年目である。「落ち葉掃きボランティア」は 10 月下旬から 12 月中旬まで毎朝校庭等の落ち葉掃
きを行い，最終日には地域小学生，住民を招待して焼き芋大会を行う。 
「学校生活改善のための活動」として，小中連携で「あいさつ月間」を決め，ポスターを作成

し小中 4 校が同時に行う「あいさつ運動」，特別清掃と，修繕等をＰＴＡや卒業生の協力も得て
行う「校内キレイキレイ活動」，大岡山北口商店街の「東北エイド」等に参加しての，東日本大
震災の被災地への募金活動がある。募金をしていただいた方には，生徒たち手作りのスイーツ「勝
チョコクッキー」をお礼として差し上げる。 

 ▽ 「命とのつながり」では，校庭敷地内から防空壕が発見され，保存工事が完了した（平成 26
年）11 月 12 日を「平和の日」と定め，26 年には，広島市長から「被爆アオギリ 2 世」が寄贈
され，27 年には生徒会「平和学習委員会」の発案で全校生徒で「平和の詩」を作詞，音楽科が
作曲をして「平和の歌」が完成し，「平和の日」などに全校合唱を行っている。平成 19 年以降，
毎年 3 学年次に普通救命講習を実施，これまで延べ 1300 名以上が技能認定証を授与された。 

 ▽ 「環境とのつながり」では，平成 22 年から「公益社団法人洗足風致協会」，「横浜ホタルの
会」，「ＮＰＯ印旛沼いかだの会」等の協力を得て，洗足池では昭和初期に姿を消したホタルを水
質調査・改善，幼虫飼育・放流等により自生・復活を目指す「ホタル復活プロジェクト」，エネ
ルギー対策のための「グリーンカーテン設置」，「腐葉土づくり」等を行っている。 
▽ 「地域とのつながり」では，10 自治会，2 消防団，消防署，区防災課等と協力して「避難所
開設」，「傷病者搬送」，「炊き出し」，「災害対策電話設置」，「消火訓練」等を行う「学校防災訓練」
を平成 22 年度以降毎年 5 月に実施。また地域住民等と地域の危険個所や防災資源等を点検する
「まちなか点検」や地域 3 小学校と施設分離型でテーマを「効果的な交流と接続を図る」とし，
各教科で研究授業，部活動，生徒会等の交流を行う「小中一貫教育」等を実施している。また小
中学生洗足池自然講習会も毎年実施している。 
▽ 「世界とのつながり」では，中国招聘プログラム，韓国招聘プログラム，日米交流プログラ
ム等への教員参加，国際フードプロジェクトではインド，インドネシア，タイ，国内等の学校と
スカイプ等での交流，子供服を難民に送る活動に参加，毎月 2 回担当教師（全教師持回り）によ
り新聞記事を紹介し，全生徒が意見や感想を書く「世界のトピックス」等を行っている。 
▽ 「国内とのつながり」では，南三陸町への継続支援，視察訪問，南三陸町立志津川中学校職



 
員による，本校での「ユネスコ講演会」，愛知県豊田私立藤岡南中学校との生徒交流会等がある。 

３ 研究の結果と今後の取組 
（１） 研究の結果 
 [授業改善において] 
 ○学習課題を明確にした課題解決型の授業により，生徒の意識が，知識獲得から課題解決へと変

化しつつある。 
 ○教師がインストラクターからファシリテーターへと変容しつつある。 
○協働学習を重視した取り組みにより，生徒同士の学び合いが増え，「批判的に考える力」や「多
面的，総合的に考える力」が培われてきている。 

○（英語での討論の組み立てに社会科の資料集を活用するなど）教科を横断した取組みが日常的
に行われるようになってきている。 

○他者の意見を参考に，共感や批判により自らの考えを深めることができるようになった。 
○全てのグループで話し合い活動ができるようになった。司会，リーダーを決めなくても，人数
に関わらずスムーズに話し合いをすることができるようになった。コミュニケーションをとる
ことで相手を尊重することができ、より良い人間関係を作ることができるようになった。 

○自らの考えを深め，それを表現できることで自己肯定感が高まり，達成感を得られた。 
 ○「持続可能な平和な世界」について，総合的な学習の時間，国語，社会，理科，保健体育等，

各教科で多面的な切り口があることが分かった。 
○ユネスコスクールであることを生かして多くの学校や世界の人との異文化交流を通して生徒
の積極的に関わる態度やつながりを尊重する態度を育てることができた。 

[アンケート等から] 
○生徒意識調査（平成 27年 5月及び平成 28年 5月）で，平成 27年度 2学年と平成 28年度 3学
年を比較すると「他の人と協力・協働して物事を進めることができる」は 82.9%→90.4%，「集
団や社会における自分の発言や行動に責任を持ち，人との約束は必ず守ることができる」は
84.7%→93.9%，「集団における自分の役割を理解し，物事に主体的に参加することができる」
は 69.4%→81.7%，「自分の考えを伝えたり，他の人の考えをよく聞いて，自分の考えに人の考
えを取り入れていくことは大切なことだと思う」は 88.9%→96.7%といずれも向上した。 
[教育課程の編成について] 

○教科を越えた取り組みが「クロスカリキュラム」の作成や「ESD カレンダー」作成・充実につ
ながる等の適正なカリキュラム・マネジメントが始動しつつある。 

○ＥＳＤカレンダーの作成及び修正により、各教科の各単元で，いずれの思考力またはコミュニ
ケーション能力をねらいとするかを明確にすることができた。 

○課外活動と各教科との関連付けにより，体験活動と学習活動がより結びつきつつある。 
[その他] 

○地域連携において，学校の願い，地域の願いがつながり，新たな工夫が生まれつつある。 
（２）今後の取組 
 ○生徒意識調査において平成 27 年度，28 年度の結果を比較すると，「自分が意見を言うことで，問

題を解決することができる」(55.9→58.3%)，「他の人と考えが違うとき，前向きな別の案を考え説
明することができる」(64.9→75.7%)となっており向上は見られるも依然数値は低く改善したい。 

 ○知識獲得や，法則理解のための課題に対しても，生徒の主体的な取り組みを啓発する工夫 
 ○自学自習においてもアクティブ・ラーニングに取り組むことのできる生徒の育成 
 ○ファシリテーターとして活性化する学校や地域を構築する教師，生徒，リーダーの育成 
 ○校内連携，地域連携強化によるホール・スクール・アプローチの推進 

※六中ルーブリック：ESD で伸ばしたい 7 つの力と態度をさらに細分化して、9 つの能力と態度に分け，それぞれ 5 つの項目（合

計 45 項目）にルーブリック化し（左），各教科で単元終了時等に使用，結果をチャート化（右）して蓄積し授業改善に活用する。 

 

六中ESDルーブリック 六中ESDループリック 六中ESDループリック

考えて問題解決しよう！ 話し合いで問題解決しよう！
①問いをたてることができる。 ①課題を理解し、自分で考えようとしている。 ①課題に進んで取り組むことができる

②自分の考えを持つことができる。
②資料を集め、自分の考えや意見の根拠となるものを選
ぶことができる。

②自ら発言することができる。

③他者との協働によって、自分と他者の考えの、共通点
や相違点がわかる。

③根拠を示し、課題解決のための意見を持つことができ
る。

③なぜ間違えたか考えることができる。

④他者の考えに対する自分の考えを持つことができる。
④聞き手の興味を引きつけるような独自のアイデアを出
すことができる。

④他者の発言を真剣に聞くことができる。

⑤自分の考えを改善し、次の課題につなげることが
　できる。

⑤課題に対し様々な事を予測し､多面的に意見を組み立
てることができる。

⑤次の課題に対し、さらに意欲を高めることができ
る。

①現状を分析し、課題を発見できる。
①声の大きさ、抑揚、話す速度､目線などに気をつけな
がら話すとこができる。

①班隊形にきちんとなり、隣の生徒と話すことがで
きる。

②望ましい未来像をイメージできる。
②誰に対しても自分の意見を積極的に言うことができ
る。

②他者の話に耳を傾けて聞き、理解しようと努め
る。

③望ましい未来像を、他者と協働して吟味できる。
③その場に応じた聞き手の心を動かすような話し方がで
きる。

③話し合い活動で、積極的に発言することができ
る。

④望ましい未来の実現のために、何をどうすべきか考え
ることができる。

④相手に伝わるような説得力のある表現方法を工夫する
ことができる。

④他者の発言に共感を示したり、意見を述べたりす
ることができる。

⑤望ましい未来の実現のための、計画が立てられる。
⑤自分の伝えたいことを筋道を立てて論理的に伝えるこ
とができる。

⑤他者の考えを認め、課題解決する喜びを感じるこ
とができる。

①課題（物事）に対して、自分なりの見方ができる。
①相手が話しているときはその人を見て静かに聞くこと
ができる。

①既習事項、経験と結びつけて考えることができ
る。

②課題（物事）を、メリット、デメリットの両面から見
ることができる。

②相手が話しやすいように相づちを打つなどして、自分
がきちんと聞いていることを伝えられる。

②他者の立場に立ち、他者の考えや行動に共感する
ことができる。

番

③課題（物事）に対して、他者と協働し、多くの考えを
生み出すことができる。

③相手の話の内容から、質問や感想、意見を考えながら
聞くことができる。

③他者の意見に対してお互いに批判的な意識を持ちながら、
共通の課題を解決しようとすることができる。

④課題（物事）に対して、様々なアプローチの方法を考
え出せる。

④相手の考えをきちんと受けとめたうえで自分の意見と比較
し、共通点や相違点を考えながら聞くことができる。

④他者と自分の意見を合わせて新たな考えを導き出
すことができる。

⑤複数の見方を持って、課題に取り組むことができる。
⑤相手の意見を聞き、さらに自分の意見をもう一度考え
より良いものにすることができる。

⑤自分と違う意見、価値観、個性、環境を尊重し、
共感することができる。
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持続可能な社会の担い手として、
　　　　力や態度を身につけよう！

君はどの力や態度をのばしているか。
授業やその他の活動の中で、

身につけよう！

ESDバランス表

問題解決するために行動しよう！

ア
　
進
ん
で
参
加
す
る
態
度

イ
　
他
者
と
協
力
す
る
態
度

ウ
　
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
態
度

0

1

2

3

4

5
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ⅰ

ⅡⅢ

ア

イ

ウ


